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１ ガーデンパークの振り返り 成功？失敗？（２５分） 

 

令和６年度の目玉事業のひとつだったガーデンパークがオープ

ンして５ヶ月が経過しました。これまでの一般質問でも複数回取り

上げられ、執行部としては「好評、大盛況」とのことですが、市民

からの評価は必ずしも芳しくないように感じています。そこでイン

ターネット上に寄せられた口コミの視点から振り返りたいと思い

ます。 

ガーデンパークを市内にある他の街区公園と比較してみます。街

区公園は０．２５ha 程度という基準があるため、市内にある０．

２５ha 以上の規模の公園について、Ｇｏｏｇｌｅマップの口コミ

を１１月１２日時点で比較してみました。 

市のホームページで紹介されている公園の中で上記の基準に当

てはまる公園はガーデンパークを含めて全部で２４ヶ所ありまし

た。最も口コミ評価が悪いのは驚くべきことにガーデンパークで、

口コミ評価は５点満点中２．６点でした。他の公園の口コミ評価の

平均は３．４９点であり、ガーデンパークが他の公園と比較して著

しく低い口コミ評価になってしまっている点はこれまでに伺って

いた執行部の見解と大きな乖離があり、考察が必要になります。 

また、官民連携事業である本事業を通じて得られた、官民連携事

業の難しさについての学びも併せて確認したいと思います。 

 

（１） ガーデンパークの口コミに関して考察は。 

（２） 本事業に関して次の官民連携事業への学びは。 

 

２ エビデンスに基づいた「歩きたくなるまち」へ 

 （２５分） 

 本年度より、鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり整備計画に則った事業

が進行しています。計画では定める将来像として「歩きたくなるく

つろぎとにぎわいのまち」を掲げています。 

リハビリを専門とする医師としては、生涯を通じて歩き続けるこ

とが健康への安価で有益な投資であることは疑いがなく、この計画

が掲げる将来像が市民の健康を底上げするために、エビデンスの視 
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点からどのように計画・評価されたのかを確認していきたいと思い

ます。 

評価には、国際的に活用されており、居住地周辺の環境が歩行に

適しているのかを数値化し、近隣と比較することでその地域の問題

点を明確化するＡＮＥＷＳ(近隣歩行環境評価法)を使用しました。

ＡＮＥＷＳでは世帯密度、土地利用の多様性、サービスへのアクセ

ス性、道路の連結性、歩道・自転車道、景観、交通安全、治安の８

つの尺度を評価します。現在の鶴ヶ島駅周辺の状況と計画が実現し

た後を比較しました。 

計画では１６億円以上の事業費のうち、９６．５％をハード面に

使用しており、ＡＮＥＷＳの尺度でいえば、特に歩道・自転車道と

景観、交通安全を重点としていると考えられます。しかし、ＡＮＥ

ＷＳで評価される、車道と歩道を段差や植え込みで明確に区別する

ことはなく、歩行者及び交通の安全性の面から見ると、不安が残り

ます。計画の中で整備イメージの例として取り上げられている小江

戸川越一番街商店街をそのまま模倣したような感もあり、果たして

どのようなエビデンスを重視して本計画を練ったのか、疑問が生じ

ました。 

 鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり整備計画によって実現したい効果

と活用したエビデンスについて、質問致します。 

 

（１） 期待している計画による効果は。 

（２） 活用したエビデンスは。 

（３） 健康の視点からの評価は。 

 

３ HPV ワクチンのキャッチアップ接種、まだ間に合う！ 

（１０分） 

ワクチンは症状軽減による医療費の削減、後遺症や死亡による社

会的・経済的損失を考慮すると、極めて費用対効果の高い、医療経

済学では「賢い」取り組みとされています。 

 HPV ワクチンは若年女性の死亡や子宮全摘、不妊の原因となりう

る子宮頸がんを予防するだけでなく、咽頭がんなどのヒトパピロー

マウイルスが原因となるがんを予防するワクチンです。 
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現在、この影響で平成９年度(１９９７年４月２日以降)生まれか

ら平成１９年度 (２００８年４月１日まで) 生まれの女性で、HPV

ワクチンの定期接種を逃した方を対象にキャッチアップ接種が行

われています。 

標準的な接種間隔の場合、３回の接種をするには今年の９月末ま

でに１回目の接種が必要でしたが、本人とかかりつけ医との相談で

最短で４ヶ月間で３回の接種を完了することもできます。また、１

回の接種でも一定の効果が期待できることなども効果的に伝える

必要があります。第３回定例会ではキャッチアップ接種に関する１

０月以降の周知・広報の方法については国からの指針に基づいて行

う予定である旨を確認しました。 

本市での今後のキャッチアップ接種の広報活動について質問致

します。 

 

（１） １０月以降の広報について、国からの指針は。 

（２） 本市での対応は。 

（３） 接種期間を４ヶ月間に短縮することができること、１回の

接種でも一定の効果が期待できること、などについての情報

提供は。 

 


